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地域 教育力 生   学習 展開

1人１台端末  高速大容量       導入   学習 変化

アナログな作業によって、1時間の中
で十分な話し合いの時間を取れない。

タブレット上で情報を共有する
スタイルへ

考えを深めるための話し
合いが充実

直接見学    場所 見学
や疑似職場体験が可能になる。

オンラインによって、市内の多様
な業種の人々を講師に、発展的
な学習ができるようになる。

在宅 適応指導教室等 不登校
児童生徒の学習参加を促進

入院中の児童生徒が学習に参加できる環境を提供

特別な教育的ニーズへの柔軟な対応。
・個々の状況に応じた支援の実現
に向けたアプリの整備

これまでにない活動への広がり
・体の動きをその場で確認し、活動に生かす。
・地域企業との商品開発
 発見        共有   

多様 交流活動 実現

考えを集める、集約する、情
報を収集するといった作業を簡
略化

子どもが話し合う授業では

これからの授業スタイル

多様なニーズへの対応

・教師がノートを集めて集約、情報
の分析・整理

・プリントによる習熟、教師によ
る採点・集計

 十分な議論をしにくい

・子供の考えを瞬時に集約・
整理し、全員で共有

・タブレット上で解答、同時
に採点・集計するドリル

 議論の時間を大幅確保

・地域企業、高等教育機関と連携し、

・学校間交流、国際交流等の多様化
の促進

・外国籍家庭と学校との良好な関係
構築をサポート

特性を体験的に学ぶ機会の提供

・市内フリースクール等と連携し、多様な
ニーズに対応した支援の実現

・特別支援学級
・総合支援学校
・通級指導教室

・ 中央綜合病院、
立川綜合病院と連携

・医師の許可によるタブレット上での
授業参加

学校 大切     児童
生徒 議論   時間 確保

常に情報を取捨選択・分
析整理  議論 活用  
    情報 読解力 論
理的思考力 強力 育成

・高等教育機関と連携し、より高度
な指導を提供

・地元企業と連携し、商品開発等に
ともに取り組む

これまでの授業スタイル

・瞬時に集めた情報をもとに
課題について話し合う。

・十分に時間を確保すること
で、子どもの見方や考え方
を広げ、深める。



 

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全安心で快適な教育環境について 

１ 学校施設の老朽化状況 

現在の学校施設の建築時期は、児童生徒数の増加期であり、木造校舎から鉄筋コン

クリート造校舎への移行時期でもある昭和 50 年代から平成１桁代に集中しています。

築 20 年で何かしらの劣化が顕在化し始め、築 30 年が経過する頃からその状況が深刻

なものとなり、毎年多くの学校で、施設や設備の不具合が生じています。 

２ 将来的な課題 

① 築 50 年程度で建替えている今までの整備サイクルでは、令和 10 年度以降に集中

する大規模な更新時期に対応することができません。 

② 人口減少と少子高齢化が進むなかで、限りある財源を活用して学校施設の維持保

全に努めているが、これまでの事後保全では建物の防水性能や給排水設備等の維持

管理が困難になる懸念があります。 

３ 学校施設の整備方針 

長岡市学校施設長期保全・再生計画「スクールフェニックスプラン」(平成 27 年 8月

策定)に定める整備方針に基づき、学校施設を維持していきます。 

４ スクールフェニックスプランに基づいて実施した大規模改造工事等 

保全の方針：計画的な保全による長寿命化 

 学校施設の劣化状況を的確に管理し、機能・性能維持のための定期的な保全工事（約

25 年サイクル）を計画的に実施しています。 

築 50 年程度で建替えている現在の整備実態から、計画的な保全を実施することによ

る建物の長寿命化（70 年～80 年）を図り、更新時期に余裕を持たせます。 

 

改修の方針：教育環境のグレードアップ（リニューアル改修の推進） 

 築 50 年目に行う定期的なメンテナンス工事の際は、建物の基本性能の回復を図るだけ

でなく、必要に応じて現代の学校施設に要求される性能や機能の付加を行う教育環境のグ

レードアップ工事を検討します。また、学校毎の建築年代や規模等に応じた最適な工事（「全

面的なリニューアル工事」「基本性能を維持する修繕工事」等）を選択し、実施します。 

 

合理化の方針：教育活動に支障のない範囲での施設の合理化の推進 

 将来児童生徒数の動向や地域の実情を勘案し、教育活動に支障のない範囲で学校プール

の共同化、不要な建築の減築、他施設との複合化等により合理的な施設整備を推進します。 

 

種別 
主な 

改修内容 
H27-R1 対象校 

H27-R1 事業費 
年間平均 

 （単位：億円) 

備考 

大規模

改造工

事 

 

・屋上防水 

・外壁 

・内壁 

・床 

・天井 

・電気設備 

・機械設備 

新町小(H26-H27) 

栃尾東小(H26-H27) 

上組小(H28-H30) 

上川西小(H29-R1) 

越路小(H30-R1) 

大河津小(H29-H30) 

西中(H30-R2) 

堤岡中(H29-H30) 

事業費：約 18.5 億 

国 費：2.5 億(14%) 

地方債：13.4 億(72%) 

一般財源：2.6 億(14%) 

プラン策定以前に

工事を実施した学

校 

・才津小 

・東北中 

トイレ 

改修工

事 

・便器 

・内壁 

・床 

・天井 

・配管 

中島小、表町小、浦瀬小、 

栖吉小、宮内小、岡南小、 

大島小、深沢小、関原小、 

豊田小、川崎東小、 

青葉台小、上通小、 

信条小、寺泊小、 

栃尾南小、下塩小、 

与板小 

事業費：約 2.1 億 

国 費：0.6 億(29%) 

地方債：1.3 億(62%) 

一般財源：0.2 億(9%) 

Ｒ２年度末時点で

児童・生徒用トイ

レの概ね半数以上

が洋式化されてい

る学校数(割合) 

・小学校 

 41/55(74.5%) 

・中学校 

 7/27(25.9%) 

・全体 

 48/82(58.8%) 

 



20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29

（人/日）

平成

平日

休日

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

H22 H24 H26 H27 H28 H29 H30 R1

米百俵プレイス（仮称）について

１ 中心市街地の政策展開と拠点整備

（駐車     棟）

外観イメージ 外観イメージ

２ 米百俵プレイス（仮称） 施設の概要

【中心市街地の主要地点の歩行者通行量合計】

【商店街を含む商業・業務エリア 店舗状況調査】

（店）



互尊文庫を移転。生活に密着した「くらし」や「しごと」に関する図書を
置き、レファレンスや情報提供サービス等課題の解決に役立つ図書館。

■まちなか図書館

未来を生き抜く力を養う学びの場
（個性を育む学び・本物の体験）

イメージ

中高生のにぎわいを生む居場所、個
性や未来への可能性を伸ばせる場

イメージ

イメージ

新しいスタイルの図書館（人づくり･学びの拠点）

テーマは「米百俵」と「長岡イノベー
ション史 (あらゆる分野) 」 。デジタル
技術を活用した思考・体験型の展示

■子どもラボ ■若者ラボ

■歴史人物史展示

■４大学１高専とのイノベーション拠点（ＮａＤｅＣ構想の実現の場）

▲３階・グランパッサージュ ▲５階・屋上庭園

■緑あふれる屋内空間、屋上庭園、カフェ･レストラン、店舗

米百俵プレイス（仮称）について

新しい産業を興す
人材・仕掛けの拠点

産業人の育成

産業界のイノベーションを促進する
４大学１高専の拠点

産業基盤の強化・新技術開発

まちなかから市全域へ

・長岡全域のイノベーション
・新たなにぎわいと回遊性を

高める人の流れ

創
出２ ３

未来の長岡を支える

人づくり・学びの拠点

知 的 創 造
１

人
づ
く
り

産
業
振
興

「人づ く り と 産業振興」 を 総がかりで支える地方創生の拠点
未来へつなぐ新しい米百俵 ー 長岡の歴史や文化、まちづくりの精神で新たな価値を創造する

米百俵の精神・新しい米百俵（未来への投資）、互尊独尊（修養の場の重要性） 現代版「国漢学校・互尊文庫」の実現

３ 人づくり･学び･交流エリアの基本方針と導入機能

人づくり・学び 産業振興 にぎわい

産業人の育成と産業基盤の強化の拠点 回遊性を高めるにぎわい空間

・まちなか（中心市街地）に相応しい、新しい図書館。
・子どもラボ、若者ラボなど施設内で実施するプログラムは、
まちなかの既存施設の類似プログラムを整理し、実施する。

５階フロアに、経営支援・起業支援の相談カウンター、教室・階段ライブラリー、ファ
ブラボ、オープンイノベーションエリア、サロン、ギャラリーラボなどの空間を整備

・大学や産業界との交流・連携を促進することで、産業人の
育成や商品・サービスの開発を促す。

・産業や社会を変える力を持つ多様な人材が集まり、交流
する場を提供。

・学生や若者が起業しやすい環境を提供することで新しい
ビジネスの創出を促す。

・まちなか（中心市街地）の新たなにぎわいを創出する
活発な交流が生まれる付加機能。

・産業振興と人材育成を進める｢長岡版イノベーション」の拠点の整備
・「NaDeC構想」（H29.11）による４大学１高専の活動拠点の整備
・先行実施施設「NaDeC BASE」で導入機能をブラッシュアップ

■産業ビジネス支援の拠点
（商工会議所、市商工部・観光交流部、産業支援機関の集積を活かす）

・産学官金でワンストップサービスを行う「長岡産業ビジネス交流館（仮称）」
を整備
・企業が市民や来館者と交流できる場を提供

人づくり･学び･交流エリア整備スケジュール
（専有面積 約１０，６００㎡）

令和２年度 内装工事実施設計

４年度 Ａ－２街区（米百俵棟西館）内装工事

５年度 米百俵棟西館 オープン

６年度 Ｂ街区（米百俵棟東館・パッサージュ棟）内装工事

７年度 米百俵棟東館・パッサージュ棟オープン

誰もが気軽に集い語り合うことができる緑の憩いの空間・交流スペース



５ 機能の統廃合・施設維持管理費等の考え方

再開発事業に伴い行政機能の見直しを検討している公共施設の一例

ながおか市民センター
（行政庁舎）

青少年文化センター
（子どもの学び）

（平成31年3月閉館）

旧大和長岡店
（ＮａＤｅＣ ＢＡＳＥ ）

互尊文庫
（図書館機能）

長岡市公共施設等総合管理計画に基づき、「人づくり･学び･交流

エリア」の施設維持管理費及び施設運営費については、類似機能を

持ち機能の継承や統廃合が想定される、まちなかの既存施設や関連

施設等の経費の総額以内に収めることを目標に検討を進めています。

米百俵プレイス（仮称）について

４ 計画事業費について

６ スケジュール

総事業費 ２６３億円

民間等の投資 １０４億円

国の交付金等 ６８億円

市の負担額 ９１億円

うち起債 国の交付税措置あり ６２億円

うち一般財源

都市整備基金を充当予定
２９億円

・上記事業費は公表している計画段階のものであり、工事費の増減等に

より変更する場合があります。

・コスト縮減に向け、継続してあらゆる機会に検討を進めています。

平成３０年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和２年度
（2020）

令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024）

令和７年度
（2025）

住まい・にぎわい棟
（Ａ－１街区）

米百俵棟西館
（Ａ－２街区）

米百俵棟東館
（Ｂ街区）

駐車・にぎわい棟
（Ｃ街区）

見
直
し
予
定
の
検
討
施
設

青少年文化センター

旧大和長岡店

互尊文庫

ながおか市民センター

北越銀行駐車場 除却 建築工事
オ
ー
プ
ン

NaDeC BASE 建築工事除却
オ
ー
プ
ン

機能
移転

第四北越フィナンシャルグループ 耐震改修・増築工事
オ
ー
プ
ン

機能
移転

利用

利用

利用

利用

機能
廃止

機能
廃止

機能
廃止

機能
廃止

除却

権利者店舗 建築工事除却
オ
ー
プ
ン



若者の就業や起業・創業の支援

起業・創業の促進 － 起業家支援の取組 ー長岡市

企業と
して成

長

起業実践

起業知識・スキ
ルの習得

起業マインドの醸成

課題解決経験

・ベンチャーキャピタル等による投資、メンタリング

・en pit’s プロジェクト（創業者クラブ） ・有望スタートアップ育成補助金

・学生起業家育成補助金 ・長岡インデペンデンツクラブ

・スタートアップ創出補助金 ・clip、実業家等によるメンタリング

・リーンローンチパッド

・ビジネスプランコンテスト（外部） ・知財等セミナー
・Nagaoka×START UP ・アントレプレナー同好会（高専） ・起業家塾（長大）
・ベンチャー起業実践（技大） ・起業演習（造形大）等

・新規事業創出講座（ゼロイチ力） ・若手起業家による講演

・課題解決型プログラム JSCOOP
（４大学１高専の学生がTAとして参加）STEP １

STEP ５

STEP ４

STEP ３

STEP ２

～NaDeC構想に基づいた段階的な起業支援～

ファーストペンギンプログラム

天敵が潜んでいる海の中に、餌を求めて群れから最初に飛び込む勇敢なペンギンのようにベンチャー精神を持ち、リスクを恐れず果敢に挑戦する起業家を支援

～人づくり・学び・交流エリアの整備～

米百俵プレイス（仮称） 〔R5～〕

【基本方針】
「人づくりと産業振興」を総がかりで支える
地方創生の拠点

NaDeC BASE × CLIP長岡 〔H30～〕

再開発事業の先行実施施設として「NaDeC BASE」を開設。4大学1高専の専門性に、民間スタートアップ拠点に採択された「CLIP長岡」、市内金融
機関や商工会議所で組織する「ながおか創業応援ネットワーク」の強力なバックアップも加わり、学生の起業支援を実施。

▲ NaDeC BASE（R2.9 市民センター地下へ移転）

≪起業創業支援体制≫

≪支援プログラム≫

※主な実績 ［ ］は実施主体

≪学生等起業家創出事業≫

■有望スタートアップ育成補助金（成長支援）［長岡市］

R2年度 ：3件（㈱プロッセル、㈱サケアイ、㈱KaaP）

■学生起業家育成補助金（起業支援）［創業応援ﾈｯﾄﾜｰｸ］

H30年度：1件（拾壱・ビッグストーン㈱）

R1年度 ：2件（ベイビーチャップリン、㈱サケアイ）
R２年度 ：3件（㈱プロッセル、㈱THE TWO、㈱雷神）

■スタートアップ創出補助金（起業支援）［長岡市］

R２年度 ：1件（㈱IntegrAI）

≪起業家育成事業≫

■リーンローンチパッド

プログラム［長岡市・技大］

内容：新規事業の効率的な
立ち上げ方を学ぶシリコンバレー流の事業化プログラム

R１：参加者２９人・８チーム（うち起業１件、サケアイ）
R２：参加者２０人・６チーム（うち起業１件、雷神）

■課題解決型プログラム JSCOOP［高専］

内容：参加学生のアントレプレナーシップ（起業家精神）の
獲得支援

R1：参加者 長岡高専本科４年生 １１人
R2：参加者 長岡高専本科４年生 ２０９人

市、長岡高専、KDDIの三者による
地方創生に向けた産業創造連携協定

（令和２年８月５日締結）

≪内容≫
1 先端技術の地域活用についての共同研究
2 国際的視野を持ったイノベーション人財お

よび起業家人財の育成
3 地域の企業やスタートアップ企業との連携

で取り組む地域課題の解決
4 地域内資源源の活用と高度化の活用と高

度化

▲ CLIP長岡
（R２～ NaDeC BASEに隣接入居）

新潟県民間スタートアップ拠点

「CLIP長岡」
県が、民間事業者によるスタートアップ拠点の設置を支援。

≪コンセプト≫

新潟県発で新たなビジネスを創出したい若者や学生が、企
業、大学や高専、行政とコラボレー ションしながら、ITやものづ
くりなどの分野で新産業を創出できるクリエイティブな空間を
提供する。

≪セールスポイント≫

・学生起業支援に特化
・ビジネスプランコンテストの活用
・大学・高専と企業の交流拠点であるNaDeC BASEの施設活用

ｼﾞｪｲｽｸｰﾌﾟ

ｼﾞｪｲｽｸｰﾌﾟ

年度 起業 相談
H26 8件 169件
H27  30件 299件
H28 38件 326件
H29  36件 331件
H30 30件 273件
R1  33件 255件
R2※ 20件 143件
合計 195件 1,796件
※R2は9月末現在

CLIP長岡のこれまでの実績（件数）

産業の創出や企業経営等の支援

地場産業を担う人材の育成

【産業ビジネス支援の拠点】
（商工会議所、市（商工部・観光交流部）、産業
支援関係機関の集積）

産学官金の集積機能を活かし、頑張る
企業や働く人を総合的に支援する産業
振興の拠点・産業ビジネス交流館（仮称）



NaDeC構想と産業イノベーション長岡市
ナ デ ッ ク

長岡技術科学大学

・世界大学ランキング日本版2017で
工科系大学全国２位

（国立、工学）
・「デザイン思考」ベースの「イノベー

ションデザイン領域」を大学院に新設

長岡造形大学

（公立、デザイン）

長岡大学

・知の拠点施設として
地方創生推進事業を
実施

（私立、経済経営）

長岡工業高等専門学校

・ロボコン世界大会で優勝多数
・卒業生の多くが長岡技大へ

（国立、工業）

長岡市の強み ４大学１高専＋15専門学校

長岡崇徳大学

（私立、看護）
・中越地域唯一の看
護大学
地域医療に貢献

※イノベーションに必要とされる
工学・デザイン・経営の３つの
単科大学がある地方都市は
長岡だけ

工学・デザイン・経済経営・看護
と幅広い分野の高等教育機関
が存在。
4大学1高専で学生数約5千人、
15専門学校を含めると約8千人

NaDeC BASEの運営
ワーキンググループで推進
①産学協創 ②起業支援
③就職・インターンシップ ④授業連携
⑤学生運営委員

〈構成団体負担金〉
大学・高専110万円、会議所60万円、市250万円

NaDeC構想推進コンソーシアムの活動

産業イノベーション
の取組

NaDeC BASE利用実績H30.6～

利用者 約19,000人 (R2.3現在）

〇イノベーションハブの取組

〇DX化の推進

デジタルビジネスイノベーション補助金 デジタル化により新しいビジネスを展開するため
の開発・導入を支援 R2：8件

〇バイオエコノミーの推進
地域資源や特性を活かした発酵・バイオ関連事業を実施

・長岡バイオエコノミー・シンポジウムを長岡技大、産総研と共同開催（R2.1） 250名参加
・産業イノベーション課内にバイオエコノミー推進チームを設置（R2.4）
環境政策課、農水産政策課、下水道課の職員も兼務

〇技術高度化、高付加価値化の促進
・ものづくり未来支援補助金 R1：13件、R2：9件
・IT・IoT設備投資支援補助金 R1：5件、R2：9件
・4大学1高専ワンポイント活用事業補助金 R1：3件、R2：4件

〇NPO法人長岡産業活性化協会NAZEを通じた地域産業の支援

・産学連携課題解決事業（×高専「JICAリバースリノベーション」など）
・現場改善支援事業（改善スクール、５S活動など）
・情報・技術発信事業（「豪技」認定、×工業高校PR動画など）

〇ものづくり人材の育成
・ロボカップジャパンオープン開催 2日間で延31,500人来場、23企業・団体参加（R1.8）

・ものづくりフェア（ロボコン）開催 2日間で延23,800人来場、41イベント・企業ブース
出展（ほか同時開催イベント39ブース） （R2.2） ※R3はオンライン中心に開催予定

ステップ1 現場の課題をヒアリングして、課題を明確化する
ステップ2 業界の常識の枠を超えた自由な発想でアイデアを出し合う
ステップ3 実装に向けてアイデアを育て、試作品を製作する
ステップ4 実証実験を行い、精度を高める
ステップ5 企業の新事業展開やベンチャー企業による事業化を促す

・地域の課題解決や事業化に取り組むプロジェクト（イノベーションハブ）を実施

・地域に共通の課題について、技術の「使い手（企業、介護施設等）」「作り手
（企業、学生等）」「つなぎ手（商社、金融機関、行政等）」など異業種のステーク
ホルダが集まり、課題解決と新しい産業に繋げる。

大学・高専が持つ「知」「シーズ」と、企業が持つ技術・
経営資源を融合して、新しい産業やビジネスモデルの
創出を目指す。

NaDeC構想
H２９（2017）～

長岡市の中心市街地の再開発事業で整備する地方創生の拠点に対し、市内の大学と高専
が産業界と一体となって「人づくり・産業振興」に取り組む構想。

人材育成
●次世代の地域を担う起業者の育成
●高度な技術の人材育成

挑戦と学びを
サポート

産業創出 ●あらゆる分野にデザイン思考
●ＩｏＴ・ＡＩの戦略的活用

新たな発想
と課題解決

交流・協働
アイディアを

カタチに
●人が集まる・つながる交流の場
●協働による新しい価値の創造

NaDeC BASE
H３０（201８）～

そ だ て る つ な が る

つ く る

ものづくり工房利用実績 H31.2～

利用者 394人 (R2.3現在）

３Dプリンター 162人
レーザーカッター 136人
機器講習会受講者 75人

ハブの分野：設立時期・段階
①介護
②IoT       
③AI         
④水
⑤ロボット
⑥発酵（予定）

：H30.7 ステップ3・4
：H30.7 ステップ4
：H31.2 (人材育成を実施)
：R1.12  ステップ3・4
：R2.9 ステップ1
：R2.11（予定） ステップ1

イノベー
ション
ハブ

実装
企業

商社

大学・
高専

導入
企業

金融
機関等

IT・IoT
企業

加工
企業

連携に向けコンソーシアムを設立。活動の場として、再開発事業に向けた先行実施施設
「NaDeC BASE」を平成30年に開設。令和2年9月からながおか市民センターに移転。

〈イメージ図〉



「長岡北スマート流通産業団地」について長岡市

１．目的・背景

公設産業団地の分譲率は９７％、立地を希望する企業に応える受け皿が無い

さらなる産業振興、雇用創出のため、新たな産業団地の開発が必要

２．長岡北スマート流通産業団地の概要

○整備主体 長岡地域土地開発公社
○総 面 積 約３６．４ヘクタール
○分譲面積 約２６．７ヘクタール 全３３区画
○分譲価格 １５，２００～１６，６００円/㎡
○分譲状況 第１期エリア 進出決定企業７社

第２期エリア 進出決定企業７社（１社辞退）
第３期エリア １０月３０日予約分譲受付終了（上記辞退分を含む）

再
募
集

３．長岡北スマート流通産業団地の特色（進出企業が評価したポイント）

○交通利便性の高い高速道路インターチェンジに直結
○市街地や既存産業団地と近接性
○４大学１高専との連携 など

４．波及効果見込（第１、２期エリア進出企業の事業計画から推計）

○進出企業数 ２３社
○設備投資額 ２３５億円（建物・設備１９２億円、土地４３億円）
○売上高 ２７５億円
○雇用者数 １，２００名（うち新規雇用４００名）

５．主なスケジュール

本事業は、長岡地域土地開発公社が土地を取得し造成を行っている。
造成費は、分譲収入で賄っている。

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

第１期エリア
●引き渡し
（10/19）

●操業開始
期限（３年）

第２期エリア 造成工事
測量
分筆

●引き渡し

第３期エリア

造成工事
測量
分筆

●引き渡し

予約受付
●進出企業決定

進出協定締結

６．事業採算性

第３期エリア
１３区画 ９．３８ha
(Ｒ４年度分譲予定)

予約分譲受付終了

第１期エリア
９区画 ７．７６ha
１０月１９日売買契約

第２期エリア
１１区画 ９．６３ha
(Ｒ３年度分譲予定)



摂田屋地区街なみ環境整備事業について ① これまでの取組の概要

事業計画区域 約18.6ha
事 業 期 間 H21年度～
計 画 内 容 道路美装化、摂田屋公園整備、

摂田屋地区情報発信拠点整備
（旧機那サフラン酒本舗の改修）

など

主な事業経過
H19年度 摂田屋地区まちづくり協議会発足
H21～22年度 案内看板設置、下排水施設整備
H25～30年度 旧三国街道美装化工事、

摂田屋公園整備、修景施設整備、
摂田屋地区情報発信拠点整備計画策定 など

R1年度 米蔵改修工事、駐車場整備、修景施設整備
R2年度 米蔵改修工事、修景施設整備

事業概要図

写真３ 摂田屋公園整備

改修前 改修後

写真２ 旧機那サフラン酒本舗米蔵の改修

当地区は長岡駅から南へ約３.５kmに位置し、江戸時代に交通の要所として栄え、清酒・味噌・醤油製造
業などが集中した「醸造のまち」である。現在も、機那サフラン酒本舗の鏝絵の蔵をはじめ、１７の国登録

有形文化財（令和２年７月の答申を含む）など、多くの歴史的・文化的価値の高い資源が残っている。

本事業では、これらの地域資源を活かした歴史的な風情が感じられる街なみの形成を進めていく。

１ 事業の目的

２ 事業概要

事業区域内
・案内看板設置
・方向指示サイン設置
・修景施設整備

重兵衛小路美装化整備

旧三国街道美装化整備
吉乃川

光福寺

星野本店

： 案内看板設置個所

： 方向指示サイン設置箇所

味噌
星六

麹の小径美装化整備

ストリートファニチャー設置

摂田屋公園整備

下排水施設整備

旧機那サフラン酒
本舗

越の
むらさき

駐車場整備

米蔵整備

光福寺前道路美装化整備

下排水施設整備

JR

JR宮内駅

事業計画地区

位置図（都市計画総括図）

写真１ 旧三国街道
美装化整備



摂田屋地区街なみ環境整備事業について ② 旧機那サフラン酒本舗を活用した情報発信拠点の整備

１ 整備に向けた基本的な考え方

・旧機那サフラン酒本舗を活用した情報発信・交流拠点を整備し、
醸造のまち摂田屋の魅力を全国に発信する。

・ 活力を積極的に取り入れ、建物改修の明確な役割分担と効
率的な施設運営により事業費の削減を図る。

図１ 旧機那サフラン酒本舗 整備方針図

歴史的建造物群
・登録有形文化財であ
る唯一無二の歴史的
建造物群を公開

・産業王 初代吉澤仁
太郎の魅力と機那サ
フラン酒の歴史

・敷地内の散策ルート

魅力発信拠点
・観光スポット・周遊
情報を発信する観光
情報コーナー

・住民や観光客の交流
の場

・地元大学等と連携し
た新たな魅力づくり

情報発信・交流の拠点

醸造文化発信拠点
・摂田屋地区の歴史・
文化の紹介、醸造体
験施設

・醸造・発酵食品等の
商品開発

・摂田屋地区の蔵めぐ
りの拠点

３ 管理・運営

２ 導入する機能（予定） ４ スケジュール・事業費（予定）

図２ 旧機那サフラン酒本舗整備イメージパース

〇整備事業費（概算）： 約10.5億円（平成30年11月時点の試算） ※

・用地費：約2.5億円 建物改修費：約6.5億円 外構整備費：約1.5億円
※ 整備にあたっては、今後の集客や、経済効果に見合った投資を検討する。

・財源内訳
国費：約4.5億円 起債：約5.1億円 一般財源：約0.9億円
街なみ環境整備事業等、国の制度を積極的に活用し、市の財政負担を軽減。

〇管理運営事業費： 20,594千円（令和２年度当初）
・管理運営委託料は概算払いとし、業務完了後精算する。
・令和３年度以降の管理運営事業費は、整備内容等を踏まえ設定する。

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度～

施
設
整
備

施
設
運
営

国の登録有形文化財である建築物等を活用し、以下の機能を導入する。 R11年度までに全体の整備完了を目標とする。財政状況によっては、整備期間を延伸する。

〇令和２年度の管理業務委託内容
・委託事業者： ミライ発酵本舗株式会社
・委 託 方 法 ： 包括業務委託
・委 託 期 間 ： 令和２年４月１日～令和３年３月31日
・業 務 内 容 ： 観光事業に関する業務（観光案内、施設見学等）

施設管理に関する業務（清掃、警備等）
〇将来的な管理運営方法

・将来において入館料等料金徴収が適当と判断される場合、
指定管理者制度（利用料金制度）の導入を検討

・将来的な想定年間入込客数は以下のとおり
主屋・離れ座敷等第１期整備完了後 ：５万人を目標
全 建 造 物 等 の 整 備 完 了 後 ：10万人を目標

写真 令和２年度にプレオープンした米蔵

米蔵整備完了 主屋整備

離れ座敷整備

庭園等整備（順次）
一部プレオープン

民間事業者による管理運営

建築物整備
（順次）

…第１期整備（R2～6）
…第２期整備（R7～）
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～栃尾支所周辺の公共施設再編の方向性～
栃尾地域交流拠点施設（仮称）整備事業について

○栃尾地域は人口減少・高齢化が著しく、活力が低下している。

○支所周辺の一部の公共施設は、老朽化や耐震性の不足といった問題がある。

○そこで、既存の公共施設等を集約・再編する「栃尾地域交流拠点施設（仮称）」の整備
等を行うとともに、生活利便性向上や多世代交流、にぎわい再生を図る。

１．目的

２．栃尾支所周辺における公共施設の再編の方向性

〔 コ ン セ プ ト 〕

３．交流拠点施設のテーマと機能

【スケジュール】
○令和元年度 ： 事業者の公募・選定及び設計着手、用地取得
○令和２年度 ： 交流拠点施設建設工事着手
○令和４年度 ： 交流拠点施設供用開始、市民会館除却
○令和５年度 ： 文化センター改修
○令和６年度 ： 支所機能移転

①コミュニティセンター、文化活動・生涯学習、図書館などの
諸機能と、住民の多様な活動・交流を育む半屋外空間が
効果的に連携する複合施設

②子どもからお年寄りまで多様な世代の憩いの場となる多世代
交流拠点

③若者が中心となって様々な使い方を発想しながら、
栃尾地域に新たな活力を生み出していく市民活動の空間

〔

テ

ー

マ
〕

栃尾市民会館 ●

栃尾文化センター ●

栃尾支所 ●

栃尾体育館 ●

中央公園 ●

③支所を移転 ②機能を集約

継続活用

除却
※駐車場用地

として活用

支所庁舎として活用

※売却を含めて
活用を検討

≪再編の構図≫

●

改修して活用

４．地域交流拠点施設の整備手法及び事業費ほか

○長岡市立地適正化計画及び長岡市公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設の
再編をする。

①栃尾地域交流拠点施設を整備

①旧丹佐跡地等において、多世代交流、市民活動の拠点（栃尾地域交流拠点施設
（仮称））を整備

②市民会館、文化センター等の機能を交流拠点施設に集約

③支所の機能を文化センターに移転（市民会館は除却、現支所庁舎は活用を検討）

【整備手法】
設計施工一括発注方式
※業務範囲：設計、建築工事、造成工事、外構工事ほか
※設計施工一括発注のメリット
・設計に施工者ノウハウを活かすことが可能
・事業期間の短縮及びトータルコストの削減

【事業費】
約１９億円 ※国費

Ｒ１：社会資本整備総合交付金（国費率45％）
Ｒ２～３：都市構造再編集中支援事業補助金

(国費率50％)
※過疎債
充当率100％、元利償還の70％を交付税措置。
そのため市の負担は極力抑えられる（約2.9億円）。

イメージ図

国費
49.5％

過疎債
50.5％

【主な機能】
ホール、キッチンスタジオ、音楽スタジオ、調
理室、和室、図書館、屋根付き広場ほか
【規模】
延床面積：約4,300㎡
※集会・交流部分の延床面積で約30％減

市民会館+文化センター 5,933.51㎡

新施設 4,317.74㎡

面積縮減率 ▲27.2％



広域幹線道路の整備

■ラダー型広域幹線道路網■ （出典：長岡版広域道路ビジョン） ■広域幹線道路の整備■
 左岸バイパス南北延伸（長岡北スマートＩＣ～長岡南越路スマートＩＣ）
長岡都市圏内の連携強化や、各地域の生活を支える社会基盤としての重要な役割を担い、

「長岡南越路スマートＩＣ」と「長岡北スマートＩＣ」を結ぶ、信濃川左岸地域の南北方向
の広域交通軸

南延伸 北延伸
施工箇所 ： 越路中沢～神谷（２．３㎞） 蓮潟町～古正寺町（２．３㎞）
事業期間 ： Ｈ２７～Ｒ６（予定） Ｈ２７～Ｒ４（予定）
総事業費 ： 約１７億円 約３０億円

（南延伸、北延伸ともに国費５０％、市債４５％、一般財源５％）
※南延伸については、上記施工箇所のほかに、西津町～越路中沢（１．８㎞）についても、

調査を実施中

 長岡ニュータウン連絡道路
大積スマートＩＣ（仮称）と西部丘陵地区を結び、さらには長岡東西道路を経て国道１７
号を結ぶ、長岡市の幹線道路

施工箇所 ： 宮本東方町～大積善間町（１．４㎞）
事業期間 ： Ｈ３１～Ｒ７（予定）
総事業費 ： 約３４億円（国費５０％、市債４５％、一般財源５％）

 大積スマートＩＣ（仮称）
高速道路へのアクセス性を向上し、市内の道路ネットワークを強化することで、交流人口
の増加や企業活動の活発化による地域の活性化、災害時における緊急避難路の確保や
復旧・救護活動を支える道路網としてなど、多面的な効果を期待

施工箇所 ： 宮本東方町～大積善間町
事業期間 ： Ｒ２～Ｒ７（予定）
総事業費 ： 約１３億円（国費５０％、市債４５％、一般財源５％）

道路・河川事業の決算状況（令和元年度） 広域幹線道路の整備における
財源内訳（令和元年度）

 フェニックス大橋４車線化
信濃川で分断されている東西市街地の一体化をより進めるため、橋りょ

う部の４車線化を新潟県に要望

・道路及び河川事業の投資的事業
費５５億円のうち、６３％が
「道路新設改良費」です。
そのうち約４割が

「広域幹線道路の整備」で、
１３．３億円となっており、
財源の内訳として、６億円が国
の補助金、６．３億円が市債、
１億円が一般財源です。

・財源のうち、４６％が
国の補助金、
４７％が市債、７％が
一般財源です。

・市債のうち、１２％は、
交付税措置があります。

 長岡東西道路４車線化（国道１７号～新産）
都市間、地域間の連携・交流を促進するため、フェニックス大橋の開通による効果を最

大限生かせるよう、４車線化の整備を新潟県に要望

■新潟県事業■

■広域幹線道路の整備■

・広域的な都市間の交流・連携の促進に向け
て、高速道路の積極的な活用とともに、

「ラダー型広域幹線道路網」の整備に取り組
みます。

・整備にあたっては、国の補助事業とするこ
とで、財源の確保を図ります。

凡例

：D ID地区



 

 

 
 
 

【１ 目的・事業概要 】   
 
・既存のごみ処理施設の老朽化に伴い、 旧中之島クリーン 
センター敷地内(中条新田)に新たなごみ処理施設（ごみ焼却施設・不燃粗大ごみ処理施設）を 
PFI 方式により整備・運営するもの。 

 
・ごみ焼却施設には、焼却によって発生する熱エネルギーの有効活用を図るための発電設備を 
付帯することで、FIT（固定価格買取制度）を活用した売電を実施。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

   
 

整備予定地                  施設完成予想図 

 

【２ 事業スケジュール 】  
 

   
・PFI 、設計・建設（４年）及びその後の運営（15 年）を一括

かつ 。 
 

【３ 整備・運営手法及び事業費 】  
 

《整備・運営手法》 
・PFI 方式により を図る。 
 
・売電により見込まれる収入(約 10 億円)を予め整備事業費に充当し契約額を縮減。 
  

《整備事業費》 
約 200.8 億円（R2.3.26 R21.3.31 のＰＦＩ事業者との事業契約額） 
 

■整備事業費の比較(市が直接実施した場合と PFI 方式) 
 

   
     PFI 方式の導入・売電収入の充当により、直接実施に比べ約 18.7 億円を縮減 

 
   

《事業費内訳》 
    [設計・建設業務〕 約 135.3 億円  
       

 

 

 

 
 

〔維持管理・運営業務〕 約 65.5 億円 

 
 

【４ 事業効果 】  

・令和 6 年度からの新ごみ処理施設稼働に 
伴い鳥越クリーンセンターのごみ焼却施設・ 
不燃粗大ごみ施設を廃止。 

 
15 年間で約 18.5 億円の経費縮減  

 

 

 

 
 

Ｒ2年度 Ｒ３年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度 R６年度 ~ R20年度

実施設計 建設工事 運営

直接実施

PFI方式
売電分
10億円

約219.5億円

　　　　　　　　　  　約200.8億円

▲18.7億円

■ 財源内訳

一般財源

１００％

(約６５．５億円）

《施設概要》  
■ごみ焼却施設      
 処理方式：ストーカ炉          

  発電設備：高効率ごみ発電設備（固定価格買取制度を活用した売電を実施） 
   焼却能力：82ｔ/日（41t/24ｈ×２炉） 
 

■粗大不燃ごみ処理施設 
処理方式：低速回転破砕機、高速回転破砕機、破選機、アルミ選別機 
処理能力：21ｔ/5ｈ（１基） 

 
 

建設・運営費とも一般財源 

部分は運営期間（15 年） 

における均等払いとし、 

財政負担の平準化を図る。 

 

中之島

新ごみ処理施設

維持管理費

約65.5億円

鳥越

ごみ処理施設

維持管理費

約84億円

▲18.5億円

 

鳥越クリーンセンター 

 

■ 財源内訳

一般財源

13%

(約１７億円）

                            　※１:循環型社会形成推進交付金　　※２地方債は、元利償還金に対して交付税措置あり

国費※１

２７％
(約３６．８億円)

地方債（一般廃棄物処理事業債）※２

６０％

(約８１．５億円）

旧中之島クリーンセンター 

信濃川 



                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

                                                                                     

建物イメージ 

地域住民の心情や生活環境に考慮し、周辺の緑や地形を活かして集落や幹線道路から施設が直接

見えないよう配慮します。また見た目も景観と調和しつつ、斎場を意識させないモダンな外観、

内装とします。 

※写真は栃尾斎場（平成 29 年築） 

■斎場整備の目的・必要性 

長岡北部地域（中之島地域、三島地域、和島地域、寺泊地域、与板地域、

出雲崎町）の火葬を行っている与板無憂苑斎場と寺泊斎場は老朽化が進み、

間もなく施設としての寿命を迎えます。一方、同地域では年間 500 件以上の

火葬が行われており、今後も同等の火葬需要が見込まれています。 

地域の火葬需要に対応するため、両斎場を統合する新たな斎場を整備する

ものです。 

 

■環境への影響 

現代の斎場は煙突がありません。高性能のバーナー、集塵機などを用いて、

目に見えるすす、化学物質等を徹底的に取り除くため、においのない透明の

排気となります。 

 

長岡北部地域斎場（仮称）の整備について 

■プロフィール 

和島地域荒巻区内 

敷地面積約 2万㎡ 建物面積約 1,000 ㎡ 

火葬炉 3 炉 年間約 600～650 体の火葬能力 

栃尾斎場（平成 29 年築）と同等規模を想定 

令和 2 年度整備事業開始  

令和 10 年度供用開始予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






